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テーマ 日常生活と法

著書・論文

研究課題等

【最近発表した業績】

○論説

・「アメリカの大学における学問の自由と国家安全保障の対立をめぐる一考察」『法の科学

（コロナ禍にみる人間と自然の危機）』54号（日本評論社、2023年）
・「軍事力依存という呪縛からの脱却に向けて―軍事力によらない平和の構想―（特集 平

和を望むなら平和に備えよ）」『日本の科学者』670号（2023年）

ゼ ミ ナ ー ル 概 要

キーワード：少年犯罪と法、労働と法、未成年者と法、家族関係と法など

目的、内容、方法、授業計画等：

私たちは、意識するとしないとにかかわらず、網の目のように張り巡らされた法の下で生活を送っています。

テレビや新聞に目を転じれば、必ずといっていいほど法にかかわる問題が話題となっています。「法」というと、

とっつきにくくて堅苦しいイメージをもつ人も多いことでしょう。

このゼミでは、日常生活やニュースなどで目にする様々な問題を取り上げて、法とはいったい何なのか、そし

てそれがどのような役割を果たしているのかを広い視点から考えることを目的とします。

キーワードにいくつかのテーマを挙げましたが、これはあくまでも一例に過ぎません。例えば、未成年者と法

というテーマを１つとっても、成人年齢の引き下げをめぐる問題や校則による自由の制限など、様々な切り口

が考えられます。

もちろん、上記のもの以外にも皆さんが関心をもったテーマなどがあれば、積極的に取り上げていきたいと考

えています。「法」というものを固定的に捉えるのではなくそこにどのような問題が含まれているのか、皆さん

のしなやかな感性をフルに発揮していただいて、ゼミの議論を盛り上げていって欲しいと思います。

なお、社会の理解は一領域では完結せず、総合的な学習と理解が必要となります。このため、他の社会系の先生

ゼミとの相互交流・指導を行います。

担当教員からのメッセージ

私の専門は「憲法」で、主に安全保障にかかわる分野を中心に研究を重ねてきました。ですので、法のすべて

の分野に精通しているわけではありません。このゼミを通じて、皆さんと一緒に１から学習することも多いと

思います。

もうひとつ、「法」といえども、神ならぬ人間が作ったものです。完璧なものではありえません。法を守るこ

とはもちろん大切なことですが、このゼミでは、それを所与の前提とせず法に伏在する問題点などについても

思考をめぐらせ、社会の物事に対する建設的な批判的姿勢を可能な限り身につけて欲しいと思います。

共に学習を深め新たな知見に触れながら、学びという楽しみを分かち合っていきましょう！


